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わたしたちのねがい|

美しい自然につつま独た雪のまち湯沢

清らかな史情あも、イ(るまち   ― |
すこやかな活力みなぎるまち

さわやかな誰もが才独たいまち |

みんなで力をあわせ 
―

豊かで明るく住みよい | ―  ‐
丈イとのなヽり高いまちをつくりましょ■ ■

湯
沢
町
町
民
憲
章

平
成

１７
年
度

の
保
有
園
入
園
児

童

を
寡
集

し
ま
す
。
入
園
を
希
望

す

る
場
合

は
、
強
ず
申

し
込

み
を

し
て
く
だ
さ

い
。

３
歳
未
満
児

に

つ
い
て
は
、
緊

急
を
妥
す
る
と
誕

め
ら
れ
る
も

の

以
外

は
年
度
途
中
で

の
入
園
は
で

き
ま
せ
ん
。
平
成

１７
年
度
中

に
有

兄
休
業

が
終
了
す

る
な
ど
、
ど
う

し
て
も
途
中

入
園
が
挺
妥

と
な
る

方

は
、
募
集
期
間
中

に
各
保
有

園

に
ご
相
談

く
だ
さ

い
。

な
お
、
現
在

入
園
し
て

い
る
児

童

が
平
成

１７
年
度

の
人
園
承
諾
を

受

け

て

い
る
場
合
で
も
、
各
保
有

園
か
ら
配
布

さ
れ
る
継
続

入
園
花

誕
言

の
提
出

が
蜂
妥
で
す
。

【
募
集
期
間
】

日
月

十
日

（月
）
～

１６
日

（火
）

【
申
込
書
】
　

　

　

ヽ

各
保
有
園
及
び
住
民
課
保
有
係

（ＴＥＬ
７
８
４
●
３
０
０
１
）
に
用
意

し

て
あ
り
ま
す
。

【覧
付
場
所
】

各
保
有
園

【事
情
調
査
等
】

３
歳
未
満
児
及
び
新

入
児

に

つ

い
て
は
、
各
保
有

園
で
衝
談

を
行

い
ま
す
。

な
お
、
申

込
内
容

に
不
明

な
点

が
あ
る
場
合

に
は
、
電
話
等

で
事

情
を
お
伺

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

井刊フ。【入
園
決
定
】

平
成

１７
年

２
月
中
旬
頃

に
通
知

し
ま
す
。

○
認
可
保
育
園
で
は
次
の
保
育
を

行
い
ま
す
。

・
延
長
保
育

（午
前
８
時
～
午
後
６
時
）

・
乳
児
保
育

（生
後
１０
ヶ
月
～
、
中
央
保
育
園

で
は
生
後
６
ヶ
月
～
）

※
平
成
１７
年
度
か
ら
認
可
保
育

国
で
の
土
曜
日
開
設
保
育
園

が
、
中
央
保
育
園
の
み
と
な

り
、
一
日
保
育
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保
育
口
八
日
児
童
募
集

教
育
長
に
樋
日
俊
治
氏
が
就
任

任
期
満
了
に
伴
い
町
教
育
長
に
１０
月
９
日
付
で
、
樋
口
俊
治
氏

（５７

歳
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
樋
口
教
育
長
は
、
１０
月
９
日
に
開
か
れ
た

町
教
育
委
員
会
で
教
育
長
に
互
選
さ

れ
た
も
の
で
す
。

樋

口
教
育
長
は
、
昭
和
４４
年
４
月

１
日
か
ら
町
役
場
に
勤
務
。
住
民
課

長
、
ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
事
業
所
長
、
福
祉

罐

= 保健
課
長
を
歴
任
し
、
今
年
４
月
か

ｆ

ら
は
社
会
教
育
課
長
を
勤
め
て
い
ま

ｆ

し
た
。
任
期
は
、
平
成
２０
年
１０
月
８
日

一

ま
で
の
４
年
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。
　
ｆ

ム
フ

日
珊

保育園名 所在地 定員 電話番号

認可

神立保育園 平沢 60人 784-3616

土樽保育国 萩原 120人 787-3257

中央保育園 石 白 120人 784-2071

湯沢保育園 楽町 60人 784-2502

へき地 浅貝保育園 浅貝 30人 789-2110

平成 15年度決算報告 ‐= =― ・ ―

新潟県知事選挙結果
児童手当の手続きはお済みですか

健康ほっと情報・
―

下水道への接続可能地域が広がりました

湯沢町社会福祉協議会臨時職員募集
秋の火災予防運動   ・
保健医療センター外来担当医予定表・

お知らせ
――  !―

11月 の暦  | ― ―   !
11月 の救急診療当番 :.: ― ―
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平成15年度 決算幸F告

一般1会計
平成 15年度一般会計決算額は、歳入が 69億 7306

万円、歳出が 65億 460万 2千円で歳入歳出差引額は
4億 6845万 8千円となりました。この差引額から平
成 16年度に繰り越すべき金額を除いた実質収支額
は 4億 1304万 2千円となりました。

◎実質収支 4億 1340万 2千円
(歳入―歳出―翌年度への繰越財源)

◎単年度収支・6489万 5千円
(実質収支―前年度実質μ支)

◎実質単年度収支 △ 1億 約68万 2千円
(単年度収支十財政調整基金積立額+地方債繰上
償還額―財政調整基金取り崩し額)

69億17306万円
4億 4413万 7千円 (6. 4%)

その他の内訳

使用料及び手数料 5525万円 (0.8%)

地方贈与税 7666万 3+円 (1.1%)

地方消費税交付金 1億 1074万 4千円 (1.6%)

財産収入 1億 4245万 1千円 (2,0%)

県支出金 1億 7826万 3千円 (2.

国庫支出金 1億 9710万 7千円 (2.

諸収入 2億 6348万 2千円 (3.

繰越金 3億 7588万円 (5.

)
町税の内訳

11万 2436円

離 受
生活の安定や福祉

の向上のために

8万 7645円

総務貿
窓ロサービスなど

のために

19万 2417円

土木受

道路、施設などを

つくるために

教育畏
学校教育・社会教

育のためにf

7万 1739円

商工受
観光振興などのた

めに

7万 3334円

衛生貿
健‐康を守るためや

ごみ処理に

7万 2988円

7万 8860円

消防受
災害対策のために

4万 4813円 繰入金 2億 626万 7千円
6234万 8千円分担金及び負担金

地方交付税 5384万 6千円

町債 4350万 円

自動車取得税交付金 4 3206万円

地方特例交付金 2796万 5千円

利子割交付金 813万 3千円

ゴルフ場利用税交付金 679万 3千円

交通安全対策特別交付金 302万 5千円

寄附金 20万円

固定資産税 42億 1908万 6千円

町民税 6億 6366万 7千円

入湯税 1億 1558万 4千円

町たばこ税 1億 1107万 3千円

軽自動車税 1445万 6千円

特別土地保有税 319万 7千円

都市計画税 202万円

町税
3億 5587万 9千円減

固定資産税が 3年に 1度の土地・家屋の価格の見直し (評価替)や償却資産の減価により、3億

2800万 7千円と大幅に減少したこと等による。

大野原教員住宅購入資金の借入 1億 5000万円、公有林整備事業の借換資金の借入 1億 1610万

円、公営住宅建設資金の借入 2800万円それぞれ減となったこと等による。'
町債

3億 590万円減

知的障害者施設支援費 (知的障害者の施設入所費を補助する)が県から町へ事務移管されたこ

とにより、その補助金として 860万 1千円、克雪住宅の建築費の一部を補助する克雪住宅協調整

備事業の補助金として407万 1千円ぞれぞれ増となったこと等による。

県支出金
1447万 2千円増

における 比での特徴

広報ゆざわ H16.10.31  (2)



労働費 2235万
・3千円 (0.3%)

議会費 9020万 9千円 (1.4%)

農林水産業費 2億 4989万 2千円(38%)
公債費 3億 3042万円 (5。 1%

消防費 3億 9538万 6千円 (6.1

衛生費 6億 4397万 2千円(9.

商工費 6億 4702万 8千円(10.

教育費 6億 5942万 5千円 (10.1

65億 460万 2千円
災害復旧費 290万 8千円 (0.0%)

16億 9769万 9千円 (26.1%)

民生費

9億 9202万 1千円 (15.3%)

総務費 7億 7328万 9千由 (119%)

見ると。 圃●   ●支出

○
性
質
別
経
費
の
特
徴

歳
出
の
中
で
最
も
大
き
な
割
合
を

占
め
る
の
が
補
助
費

（２３

・０
％
）
で

す
。
補
助
費
と
は
町
の
事
業
に
お
手

伝
い
い
た
だ
い
た
方

へ
の
報
償
金
や

火
災
。
自
動
車
等
の
保
険
料
、
各
種
団

体

へ
の
補
助
金
・
負
担
金
等
を
集
計

し
た
も
の
で
す
。
補
助
費
の
中
で
も

ご
み
処
理
や
消
防
等
に
か
か
る
南
魚

沼
郡
広
域
連
合

へ
の
負
担
金

（
５
億

９
６
０
０
万
７
千
円
）
が
最
も
多
く

支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
来
独

立
採
算
で
経
理
を
行
う
公
営
企
業
会

計

（水
道
事
業
、
温
泉
管
理
事
業
、
観

光
事
業
、
病
院
事
業
の
４
つ
の
会
計

が
あ
り
ま
す
。
）
の
収
入
不
足
等
を
補

う
た
め
、
４
億
９
８
７
　
ヽ
７
万
９
千
円

が

一
般
会
計
か
ら
補
助
金
と
し
て

支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
大
き
な

割
合
を
占
め
る
の
が
人
件
費

（１８

・

４
％
）
で
す
。
特
別
職
（町
長
、
助
役
、

収
入
役
、
教
育
長
▼

一
般
職
の
給
料
、

議
員
等
の
報
酬
、
各
種
手
当
等
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
平
成
１５
年
度
で
は
前

年
度
と
比
べ

一
般
職
の
給
料
が
２

３
１
５
万
９
千
円
、
議
員
報
酬
が
定

数
の
削
減

（２０
人
か
ら
１６
人
）
に
よ

り
１
１
６
７
万
３
千
円
そ
れ
ぞ
れ

減
と
な

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
湯
沢

町
職
員
の
給
与
水
準
は
県
内
で
も

下
位
に
あ
り
、
郡
内
で
は
最
下
位
と

な

っ
て
い
ま
す
。

３
番
目
に
大
き
な
割
合
を
占
め

る
の
が
物
件
費

（１６

・３
％
）
で
す
。

賃
金
や
光
熱
水
費
、
燃
料
費
、
事
務
用

品
等
の
消
耗
品
費
、
旅
費
、
工
事
関
係

を
除
く
委
託
料
、
使
用
料
等
が
集
計

さ
れ
ま
す
。
物
件
費
の
中
で
も
施
設

・
設
備
の
保
守
点
検
や
清
掃
、
警
備
、

各
種
事
業
に
か
か
る
委
託
料
が
最
も

多
く
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
番
目
に
大
き
な
割
合
を
占
め
る

の
が
特
別
会
計

（国
民
健
康
保
険
。
老

人
保
健

・
介
護
保
険

。
下
水
道
の
４

つ
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。
）
の
収
入
の

不
足
等
を
補
う
た
め
に

一
般
会
計
か

ら
支
出
さ
れ
る
繰
出
金
で
す
。
平
成

‐５
年
度
に
支
出
さ
れ
た
繰
出
金
は
９

億
５
２
１
９
万
８
千
円
と

一
般
会
計

，
総
額
の
１４

・６
％
に
も
上
り
ま
す
。

先
に
述
べ
た
公
営
企
業
会
計

へ
の
補

助
金
や
繰
出
金
が
増
え
れ
ば
、
そ
れ

だ
け

一
般
会
計
で
本
来
の
目
的
の
た

め
に
使
う
お
金
が
減

っ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

５
番
目
に
大
き
な
割
合
を
占
め
る

の
が
普
通
建
設
事
業
費

（Ｈ

・１
％
）

で
す
。
道
路
、
河
川
、
住
宅
、
公
園
等

各
種
施
設
の
建
設
整
備
等
に
支
出
し

た
お
金
を
集
計
し
て
い
ま
す
。
平
成

・５
年
度
で
は
神
立
保
育
園
の
大
規
模

改
修
や
、
道
路
新
設
改
良
事
業
、
中
央

公
園
整
備

（野
球
場
防
球
ネ

ッ
ト
建

設
）
事
業
、
上
中
子
宅
地
造
成
事
業
、

平
成
１４
年
度
の
繰
越
事
業
と
し
て
原

新
田
町
営
住
宅

（２
棟
）
建
設
事
業
等

を
行
い
ま
し
た
。

日録の

(3)

目的別

性質別

幡助費|

14億 9698万 6千円

(23.0%)

十人件費

11億 9278万 1千円

(18.4%)

物件費

10億 6226万円

(16.3%)

`果

出金|

9億 5219万 8千円

(14.6%) 輛
|

その他

10億 7868万 円

(16.6%)

土地    8,154∬
庁舎

建物   延 4,054ゞ
8, 195 ∬土地

保育園及び福祉施設
建物   延 4,629ド
土地   117,657ド

教育及び文化施設
建物  延 28,896∬
」L士也     343, 399ド

その他公共用施設
建物  延 24,382∬
土地   4382 8ha
立木   400,189活山林他

建物   延 1,490∬
「 ヨ動車 (除雪車含む: 63台
≡価 5552万 6千円
出資による権利 2億 128万 4千円
債権 (奨学金等貸付金) 1億 5741万 円

財政調整基金 16億 1817万 4千円
3億 1574万 5千円
2億 709万 8千円

湯沢町美術館建設基金 1億 24万 5千円
地域福祉基金 1億 3千円
山間ふるさと水と土 1000万円

6692万 4千円

一
般
会
計

5676万 8千円
国民健康保険支払準備基金 1億 1392万 4千円
下 9441万 3千円

基
金

介 631万 1千円



平成
朽年
度
決算
は実質
赤
字
、

求め
られ
る財政
規
模
の縮
小

町
の
収
入
。
支
出
は
、
毎
年
度
収
入

ま
た
は
支
出
さ
れ
る
経
常
的
な
も
の

と
そ
の
年
度
や
数
年
間
だ
け
収
入
ま

た
は
支
出
さ
れ
る
臨
時
的
な
も
の
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
経
常
的

な
収
入
と
経
常
的
な
支
出
の
比
率
を

経
常
収
支
比
率
と
い
い
ま
す
。
つ
ま

り
家
計
で
言
え
ば
月
給
と
毎
月
の
生

活
費

（Ｈ
食
費
、
光
熱
水
費
な
ど
毎
月

必
ず
支
出
さ
れ
る
も
の
）
の
比
率
の

よ
う
な
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
月
給

を
生
活
費
に
充
て
た
残
り
が
多
い
ほ

ど
生
活
に
余
裕
が
生
ま
れ
る
の
と
同

じ
よ
う
に
、
経
常
収
支
比
率
が
低
い

ほ
ど
新
規
の
事
業
な
ど
臨
時
的
な
支

出
に
使
え
る
お
金
が
多
く
、
財
政
的

に
余
裕
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
経
常
収
支
比
率
は
、
町
村

に

ぁ

っ
て
は
７０
％
程
度
が
妥
当
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
湯
沢
町
の
経
常
収
支

比
率
は
７０
．
１
％
で
あ
り
、
県
内
で
も

ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
数
値
で
す
。
ま
た
、

湯
沢
町
は
こ
の
ほ
か
の
財
政
指
標
の

い
ず
れ
も
県
内
の
他
市
町
村
に
比
べ

て
優
良
な
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
の
湯
沢
町
に
は
こ

う
し
た
指
標
の
数
値
ほ
ど
余
裕
が
感

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
新
年
度
の

予
算
を
作
る
と
き
に
は
、
支
出
に
収

入
を
充
て
て
い
く
と
、
新
規
の
事
業

や
建
設
事
業
な
ど
臨
時
的
な
経
費
に

充
て
る
お
金
が
不
足
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
財
政
調
整
基
金

（家

計
で
い
う
預
金
）
を
お
ろ
し
て
収
入

と
支
出
を
合
わ
せ
、
予
算
を
作
成
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成
１５
年
度

決
算
で
は
、
最
終
的
に
１
億
８
５
９

５
万
７
千
円
の
財
政
調
整
基
金
で
収

支
を
合
わ
せ
た
形
と
な

っ
て
お
り
、

財
政
調
整
基
金
分
を
除
け
ば
収
支
は

赤
字
と
な

っ
て
い
ま
す
。

バ
ブ
ル
景
気
に
日
本
列
島
が
沸
い

た
と
き
、
湯
沢
町
に
も
多
額
の
民
間

投
資
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
固

定
資
産
税
を
は
じ
め
と
す
る
様

々
な

形
で
町
の
財
政
力
を
押
し
上
げ
、
支

出
の
増

つ
ま
り
公
共
投
資
の
増
大
と

行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
引
き
上
げ
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成

２
年
度
か
ら
平
成
Ｈ
年
度
ま
で
８０
億

円
以
上
の
決
算
額
を
記
録
し
た
よ
う

に
財
政
規
模
は
膨
れ
あ
が
り
、
他
の

町
村
を
は
る
か
に
上
回
る
公
共
投
資

と
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
そ
の
経

費
に
つ
い
て
は
適
正
な
受
益
者
負
担

と
い
う
視
点
を
欠
い
た
ま
ま
潤
沢
な

税
収
で
賄
う
し
く
み
が
で
き
あ
が

っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
景
気
の

低
迷
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
現
在
、

そ
う
し
た
し
く
み
が
通
用
し
な
く
な

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

町
の
収
入
の
根
幹
で
あ
る
税
収
は
、

平
成
９
年
度
の
６５
億
円
を
ピ
ー
ク
に

減
少
し
続
け
て
お
り
、
平
成
１５
年
度

決
算
で
は
５‐
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
後
１０
年
間
で
約
１０
億
円
減

少
す
る
と
い
う
予
測
も
あ
り
、
単
純

に
一言
っ
て
現
在
の
支
出
額
を
１０
億
円

減
ら
さ
な
け
れ
ば
町
の
生
計
は
成
り

立
た
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
も
、
国
は
補
助
金
の
合
理
化

（削

減
）
、
交
付
税
の
総
額
抑
制
、
地
方

ヘ

の
税
源
移
譲
の
三
位

一
体
の
改
革
を

進
め
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
湯
沢
町
に

と

っ
て
有
利
な
方
向
と
は
考
え
難
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
町
は
今
、
行
政
改
革
の

一

環
と
し
て
平
成
１９
年
度
ま
で
に
５
億

円
の
支
出
削
減
を
目
標
に
事
務
事
業

の
見
直
し
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
経
費
な
ど
ど
う
し
て
も
必

要
な
分
野
老
除
い
て
は
事
業
の
廃
止

や
縮
小
、
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ

ル
を
他
町
並
み
に
す
る
こ
と
で
、
何

と
か
支
出
を
減
ら
そ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
湯
沢
町
の
身
の
丈
に
あ

つ
た

財
政
規
模
生
戻
る
た
め
と
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
状
で
も
他
の
町
村
と
比
較
す
れ

ば
、
ま
だ
湯
沢
町
の
財
政
状
況
は
良

い
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
町
の
将
来
を
考
え
れ
ば
、
財
政

規
模
の
縮
減
を
実
現
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
は
確
か
で
す
。
私
た
ち
町
職

員
に
は
こ
れ
か
ら
の
湯
沢
町
に
対
す

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
住
民
の
皆
さ

ん
と
町
財
政
の
現
実
を
共
有
し
な
が

ら
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

生
む
新
し
い
行
政
の
し
く
み
を
作
り

あ
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
各
種
財
政
指
標
》

圃
躙
岡
朗
圏
□
因

一
般
財
源

（町
税

・
譲
与
税

・
普
通
交

付
税
等
使

い
道
が
特
定
さ
れ
な

い
財
源
）

の
規
模
を
示
す
も
の

５４
億
２
６
２
８
万
９
千
円

（前
年
比
△
７

３
％
　
△
４
億
２
５
５

８
万
５
千
円
）

従
来
か
ら
減
少
し
続
け
て
い
ま
す
が
、

平
成
Ю
年
度
以
降
で
は
最
大
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

圏

凩

円

倒

経
常

一
般
財
源
の
総
額
に
対
す
る
経
常

的
経
費
に
充
当
し
た

一
般
財
源
の
割
合

７０
．
１
％

（前
年
比
十
０
．
２
％
）

こ
の
数
値
が
低

い
ほ
ど
臨
時
の
財
政
需

要
に
対
応
で
き
る
能
力
が
あ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

′

Ｂ

公
債
費
が

一
般
財
源
に
占
め
る
割
合

２

６
％

（前
年
比
△
２
．
４
％
）

町
の

一
般
財
源
の
う
ち
借
金
の
速
済
額

が
占

め
て

い
る
割
合
で
、
低

い
数
値

と

な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
湯
沢
町
の
場
合
、
下
水
道
事
業

特
別
会
計
に
下
水
道
事
業
の
借
金
の
返
済

分
と
し
て
４
億
８
８
３
万
７
十
円
、
水
道

事
業
会
計
に
簡
易
水
道
事
業
な
ど
の
借
金

の
返
済
分
と
し
て
６
３
１
３
万
円
、
ま
た

観
光
事
業
会
計
に
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
建
設
時

の
借
金
の
丞
済
分
と
し
て
１
億
８
１
９
５

万
１
十
円
を

一
般
会
計
か
ら
支
出
し
て
い

ま
す
。
（
い
ず
れ
の
会
計
も

一
般
会
計
か
ら

お
金
を
も
ら
わ
な

い
と
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
）
こ
れ
ら
は
実
質
的
な
公
債
費
と
言
う

こ
と
が
で
き
、
そ
の
分
を
参
め
る
と
１４

２

％

と
い
う
数
値
に
な
り
ま
す
。
下
水
道
を

は
じ
め
と
す
る

一
般
会
計
以
外
の
会
計
で

多
額
の
借
金
を
し
て
い
る
た
め
、
一
般
会

計
で
は
で
き
る
だ
け
借
金
を
し
な

い
よ
う

に
し
て

い
ま
す
。

□

岡

田

倒

公
債
費
か
ら
特
定
財
源
充
当
額
と
普
通

交
付
税
算
入
額
を
除

い
た
額
を
、
標
準
財

政
規
模
か
ら
普
通
交
付
税
算
入
額
を
除

い

た
額
で
除
し
た
も
の

３
．
３
％

　
　
　
　
．

（前
年
比
△
１

２
％
）

借
金
の
え
利
償
還
額
が
当
該
団
体
の
財

政
を
圧
迫
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
み
る
指

標
で
あ
り
、
２０
％
以
上
に
な
る
と
借
金
が

制
限
さ
れ
ま
す
。
●

般
会
計
が
負
担
し
て

い
る
他
会
計
の
借
金
込
済
分
を
公
債
費
と

し
て
計
算
し
ま
せ
ん
の
で
、
仏

い
数
値
と

な
り
ま
す
。
）

圏
圏
園
肥
幽

合
債
費
に
充
当
さ
れ
た

一
般
財
源
の

一

般
財
源
総
額
に
対
す
る
割
合

５

１
％

（前
年
比
△
０
．
３
％
）

こ
の
数
値
が
高

い
ほ
ど
財
政
運
営
の
硬

直
性
の
高
ま
り
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
１５

％
が
警
戒
、
２０
％
が
危
険
ラ
イ
ン
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
全

般
会
計
が
負
担
し
て
い
る

他
会
計
の
借
金
返
済
分
を
公
債
費
と
し
て

計
算
し
ま
せ
ん
の
で
、
低

い
数
値
と
な
り

ま
す
ぜ

囲
圏
図
囲

基
準
財
政
収
入
額
を
基
準
財
政
需
要
額

で
除
し
た
数
値
の
過
去
３
ヵ
年
の
平
均
値

（前
年
比
＋
０
．
０
２
７
）

財
政
力
指
数
が
―
を
超
え
る
場
合
は
普

重
交
付
税
の
不
交
付
団
体
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
数
値
が
高

い
ほ
ど
財
政
力
が
あ
る
と

さ
れ
ま
す
。
県
内
で
は
、
聖
籠
町
、
刈
羽
村

と
湯
沢
町
だ
け
が
―
を
超
え
て
い
ま
す
。

|
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H

単位 :千円0湯沢町の倍入金 (町債)日録0

町税収入の推移

6,562
6,427
6,217

5,8415,7785,799 5,781
5,694

5,555 5,485

5,027
5,214

5,129

H2  H3  H4  H5  H6  H7  H8  H9 H10 H刊 l H刊2 H13 H14 H15

○
町
税
収
入

町
税
は
平
成
９
年
度
を
ピ
ー
ク

に
減
少
が
続

い
て
い
ま
す
。
平
成

‐５
年
度
は
前
年
度
に
比
べ
、
３
億

５
５
８
７
万
９
十
円
と
大
き
く
減

少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
画
定
資
産

税
の
土
地
〔
家
屋
に
つ
い
て
３
年

に
―
度
の
価
格
の
見
直
し

（評
価

替
）
が
行
わ
れ
、
償
却
資
産
の
減
価

と
あ
わ
せ
て
３
億
２
８
０
０
万
７

十
円
減
少
し
た
こ
と
が
三
な
要
因

と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
々
税

収
が
減
少
す
る

一
方
で
町
税
の
滞

納
は
Ｗ
億
円
を
超
え
ま
ｔ
た
。
そ

の
対
策
と
し
て
、
前
年
度
よ
り
微

収
嘱
託
員
を
―
名
増
員
し
３
名
体

制
と
す
る
と
と
も
に
、
平
成
１５
年

度
か
ら
新
た
に
収
納
課
を
設
置
し

収
納
管
理
と
微
収
業
務
の
一
え
化

り

に
よ
る
微
収
体
制
の
強
化
を
図
っ

て

い
ま
す
。

Ｏ
町
債
残
高

町
債
と
は
町
の
借
金
の
こ
と
で

す
。
町
債
の
役
割
と
し
て
は
、
一
時

的
に
多
額
の
費
用
を
蜂
要
と
す
る

事
業
に
お
い
て
そ
の
財
源
の
確
保

を
行
う
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ

の
施
設
等
を
利
用
す
る
で
あ
ろ
う

次
の
世
代
の
人
に
も
負
担
し
て
も

ら
う
と
い
う
後
年
度
負
担
の
考
え

方
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

無
計
画
な
借
入
は
後

々
の
負
担
が

大
き
く
な
り
行
政
理
曽
自
体
を
圧

迫
し
て
し
ま
い
ま
す
。
一
般
会
計

に
お
け
る
町
債
残
高
は
平
成
３
年

度
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
て
お

り
、
平
成
ヽ
年
度
末
に
は
１６
億
４

２
８
０
万
円
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
下
水
道
の
急
速
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
た
め
、
下
水
道
特
別
会

計

の
町
債
残
高
は
鴨
億
６
１
４

９
万
２
十
円
と

一
般
会
計
を
大

幅
に
超
え
る
残
高

と
な

っ
て

い

ま
す
。

○
基
金
残
高

町
債
と
は
反
対
に
、
家
庭
で

い

え
ば
預
金

に
当
た
る
の
が
基
金

で
す
。
基
金
に
は
財
政
調
整
基
金

の
よ
う
に
緊
急

の
財
政
需
要
や

災
害
等
や
む
を
得
な

い
経
費

に

当
て
る
も
の
と
、
湯
沢
中
学
校
建

設
基
金

ｐ
よ
う
に

一
定

の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
積
み
立
て

る
特
定
目
的
基
金
が
あ
り
ま
す
。

基
金

の
中
で

一
番
積
立
が
多

い

の
が
財
政
調
整
基
金
で
す
。
平
成

‐５
年
度
に
は
、
十
億
８
５
９
５
万

７
十
円
の
財
政
調
整
基
金

の
取

崩
を
行

い
、
残
高
は
１６
億
‐
８
１

７
万
４
十
円
と
な
っ
て
す
ま
す
。

醐
７，０００６，５００６，。００
５，５００５，０００４，５００４，００。

５
，
０００

４
，
５００

４
，
０００

３
，
５００

３
，
０。。

２
，
５００

２
，
０００

0 Ⅲ

百万円

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

H2  H3  H4  H5  H6  H7  H8  H9 H10 Hll H12 H13 H14 H15

基金残高の推移
4,951

4,267
4,458

3,645

145

2,805
2,9122,873 2,921

2,322
2,689

2,301
2,432

H2  H3  H4  H5  H6  H7  H8  H9 H10 Hll H12 H刊 3 H14 H15

百万円

一般会計
下水道

特別会計

水道事業

会計

観光事業

会計

病院事業

会計
合計

14年度末残高 1,860,261 9,439,898 2,225,613 994,523 300,000 14,820,295

15年度元利金返済額 330,279 723,110 198,696 181,951 6,600 1,440,636

15年度借入額 43,500 288,200 20,000 351,700

15年度末残高 1,642,800 9,361,492 2,148,338 858,805 300,000 14,311,435

町民一人当たり残高 (H16.3.31人 口8,823人)観02爾 2干歯

―
一般会計

― 下水道

― 水道

― 診療所

― 病院

―
醐 ェー

(5)



国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

介護保険特別会計

下水道特別会計

特定の事業を行う場合に、その事業の

収入を支出に充て、一般会計と区別して

経理する会計です。

みなさんが納める保険税が支えです。

医療費の支出が増えています。

みなさんが納める保険料が支えです。

町債残高が一般会計の決算額を超えています。

歳入

歳入―歳出=6993万 3千円です。
通常の保険事業のほかに出産育児一B寺総

付金 480万 円、葬祭給付費 730万 円、人間

科 目 金額

国民健康保険税 3億 2176万 円

国庫支出金 2億 9436万 4千円
ドツク助成金 4778万円等を支出してい談す

注 :一般会計からの繰入金 6000万円
◎基金の状況

国民健康保険支払準備基金

療養給付費 1億 1075万 4千円

繰入金 9000万 円

繰越金 4973万 4千円

4億 4392万 4千円 その他 2355万 7千円

計 8億 9016万 9千円

歳 出

科 目 金額

保険給付費 5億 3212万 1千円

老人保健拠出費 1億 7392万 5千円

介護納付金 5424万 7千円

保健事業等 2011万 5千円

総務費 1939万 8千円

その他 2043万 円

計 8億 2023万 6千円

歳入―歳出=29万 6千円です。
今後も高齢化ガ進む中、医療費等はます

談す増加していくと考えられます。

注 :一般会計からの繰入金 5330万 9千 FEl

歳入 歳 出

科 目 金 額 科 目 金額

支払基金交付金 5億 2134万 2千円 医療諸費 7億 0019万 8千円

国庫支出金 1億 8387万 3千円 諸支出金 850万 6千円

繰入金 5330万 9千円 総務費 402万 3千円

県支出金 4433方 8千円

その他 16万 1千円

計 8億 302万 3千円 計 8億 272万 7千円

歳入一歳出=3946万 9千円です。
平成 45年度の要介護 (要支援)認定者数

は 346人となつています。これからも充実

した介護サービスを目指します。

注 :一般会計ガらの繰入金 8593万 5千円
◎基金の状況

介護給付費準備基金 631万 4千円

歳入 歳出

科 目 金額 科 目 金額

支払基金交付金 十億 5863万 5千円 保険給付費 4億 8137万 8千円

国庫支出金 1億 4387万 6千円 総務費 2486万 9千円

介護保険料 9092万 3千円 諸支出金 2471万 8千円

繰入金 8693万 5千円 基金積立 554万 3千円

県支出金 6942万 4千円 その他 247万 8千円

その他 2866万 2千円

計|‐ 5億 7845万 5千円 計 5億 3898万 6千円

歳入一歳出=4913万 6千円です。
平成 45年度末の下水道普及率lよ 876%、

水洗化率 77.0%となりました。しかし、急
速に下水道整備を進めたため、田」債残高は

膨れあガリ、平成 45年度末て 93億 6149

万円と一般会計の決算額を超えています。

注 :一般会計がらの繰入金

7億 5295万 4千円
◎基金の状況

下水道施設改修基金 944153千円

歳 入 歳 出

科 目 金 額 科 目 金額

繰入金 7億 5295万 4千円 公共下水道費 7億 2735万 1千円

町債 2億 8820万 円 公債費 7億 2311万 1千円

使用料及び手数料 2億 5371万 8千円 総務費 5487万 2千円

国庫支出金 2億 4000万 円 特環公共下水道費 5007万 6千円

その他 6967万 4千円

計 16億 454万 6千円 討
‐ 15億 5541万 円

広報ゆざわ 日46 40 34  (6)



民間企業と同じように、独立採算の会

計で、経費は税金ではなく、それぞれの収

入で賄われます。

安心して飲める水の供給に努めます。

温泉資源は、観光に大きな役割を果たしています。

〉

サ下ビス向上、事務の合理化で健全財政へ。

平成 14年度に開業した病院施設の会計です。

●|:|||七 |

収益的収支
収入 4億 5599万 8千円

年て有収水量は減少してい敲すが、事業費用削減により今年度

も黒字決算になつています。しかし、今後の経営を考えると有収

水量の減少は、大きな影響を与えるため、これから一層の経営効

率化を図ります。

注ニ            ヱF円

支 出 4億 216万 2千円

資本的収支
収入 1億 1824万 2千円

支 出 3億 2116万И千円

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、

消費税資本的収支調整額、過年度損益勘定留保資金、

当年度損益勘定留保資金で補てんしました。

収入 1億 1443万 8千円
収益的収支

支出 1億 999万円

収入 0円
資本的収支

支出 1693万 6千円

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、

消費税資本的収支調整額、過年度才員益勘定留保資金

で補てんしました。

町の温泉資源を効率的に利用し、観光事業に大きな役割を果た

してい敲す。平成 9年 4月の料金改定以来黒字決算となり、赤字
ガ解消されています。

迫櫛 ami建雄送望QQ力週

|.:|千 !キ

=||||+|

収益的収支
収入 9億 5599万 1千円

2察連続となる天候不順と記録的な冷夏の影藝で、順調に伸び
て二いたアルプの里の入込み数も昨年に続き減少し、冬のスキー人

口の減少とあわせ、依然として厳しい状況ガ続いています。平成

15年度は、下般会計から 8000万円の追加補助ガ必要でした。
ニーズにあつた魅力あるサービス、効率的な宣伝、営業活動を

行うこともに大幅な経費の削減を行わないと存続ガ困難になつ

ています。

注 i=眼公乱n色の補助金 色臆61顕上王□

支 出 9億 6319万 4千円

資本的収支
収入 0円

支出 1億 8877万 8千円

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、

当年度損益勘定留保資金、当年度分消費税及び地方

消費税資本的収支調整額で補てんし、なお不足する

額は、未払金により措置しました。

収益的収支
収入 9億 2801万 5千円

平成 14年 8月 26日の開院から 2年ガ経過し、運営も順調に推

移しています。

平成 15年度は、7億 6496万 7千円の医業収益をあげることが
できました。

注二五般な討からの構助金 _を 億OQ00万門

支出 9億 6762万 3千円

資本的収支
収入 0円

支出 342万 3千円

資本的収入額が資本的支出額に姑し不足する額は、

過年度消費税資本的収支調整額で補てんしました。

(7)



男 女 計

有 権 者 数 3, 489 人 3, 623 人 7,112人
投 票 者 数 1 , 772 人 1 9 905 人 3, 677 人
投 票 率 50. 79% 52. 58% 51 . 70%

投票状況
１０
月
１７
日
（日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
新
潟
県
知
事
選
挙

（湯
沢
町
開
票
所
）
の
投
票
状
況
及
び
開
票
結
果
を
報
告

し
ま
す
。

湯
沢
町
で
の
投
票
率
は
、
前
回
の
県
知
事
選
挙
の
６４
．

４９
％
に
比
べ
、
５‐
．
Ю
％
と
大
き
く
下
回
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

≪投票区別投票率≫
r、

〉

（湯
沢
町
開
票
所
）

いずみだ裕彦  (無 所属 | 19 224 民毒
(た が 秀 989 民壽

こばや し一三  (無 所属 ) 700 異壽
み や こ し 属 ) 278 異毒
か わ ま た 幸 雄  (無 所 属 |

) 170票
伊 藤 ゆ う じ (無 所属 |

) 155 民吾

無  効 161票
3, 677 昇尋

投票区 投票所
有権者数

(人 )

投票者数

(人 )

投票率

(%)

第 1投票 区 湯沢町公民館浅貝分館 302 91 30. 13

第 2投 票 区 居 集 会 所 122 81 66. 39

第 3投 票区 俣  小  学  校 290 183 _  63. 10

第 4投 票 区 七谷切生活改善センター 108 74 68. 52

第 5投 票 区 神 立 小 学 校 312 208 66. 67

第 6投 票 区 神 立 中央 会 館 (栄 町 ) 890 450 50. 56

第 7投 票 区 土 樽 小 学 校 1, 486 660 44. 41

第 8投 票 区 滝 之 又 会 館 445 259 58。  20

第 9投 票 区 松川生活改善 セ ン ター 209 139 66. 51

第 10投票区 湯 沢 町 公 民 館 1, 585 890 56. 15

第 11投票区 湯 沢 小 学 校 1, 363 642 47. 10

や_ブ
町民宇ンスパー手ィー

例年になく暑かった夏も過ぎ、ダンスシー

ズンの到来となりました。今年も、湯沢町公

民館で町民ダンスパーティーを開催します。

ぜひ参加してみてください。

☆日時     ヘ
■ 月 13日 (上)午 後 7時～ 9時 30分
☆会場

湯沢町公民館 2階ホール
☆会費

500円 (ワ ン・ ドリンク込み)
☆申込締切      ・

■ 月 ■ 日 (木 )

`☆主催  .
町民ダンスパーティー実行委員会

‐ ☆申込 。問い合わせ
湯沢町公民館 TEL 784-2460

法務局六日町支局と六日町人権擁護委員協議会では、次

のことでお困りの方に人権相談を行います。

①家庭内 (夫婦“親子・結婚・離婚・相続等)、 親族間、近隣
間pもめごと、悩みごとなど毎日の暮らしの中で起こる
様々な問題

②借地借家、土地建物の登記、戸籍の問題
③いじめ、体罰、女性差別、外国人差別などのあらゆる差別
問題

【日 時】 11月 10日 (水)午後 1時～4時
【会 場】 湯沢町公民館
【担当者】 人権擁護委員、法務局担当者

【後 援】 湯沢町
◎最寄りの人権擁護委員      .
森下 勇喜 (堰 場)准聰 ――
種村 久男 (幅 下)准L784-―
中谷良利子 (古野二)TEと ′U′ -3046

広報ゆぎわ H46.10.31  (8)



【
１０
月
の
定
時
支
払
に
つ
い
て
】

６
月
分
か
ら
９
月
分
ま
で
の
兄

童
手
当
を
、
１０
月
１３
日

（水
）
に
振

り
込
み
ま
し
た
の
で
、
確
誕
し
て

く
だ
さ
い
。

【
児
童
手
当
と
は
】

児
童
キ
当
は
、
生
活

の
安
定

と

児
童

の
健
金
育
成

・
資
質

の
向
上

を
目
的
と
し
て
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
す
る
制

度
で
す
。

Ｏ
支
給
対
象

小
学
校
第
３
学
年
修
了
前
の
兄

童
を
養
有
し
て
い
る
人
。

)

（た
だ
し
、
所
得
に
よ
る
制
限
が

あ
り
ま
す
。
）
　
　
　
　
　
　
，

Ｏ
手
当
月
額

第
―
子
　
　
　
５
，
０
０
０
暇

第
２
子
　
　
　
５
“
０
０
０
円

第
３
子
以
降

１
０
，
０
０
０
円

○
支
払
に
つ
い
て

申
請
さ
れ
た
翌
月
か
ら
、
支
給

事
由
が
消
滅
し
た
月
ま
で
支
給
さ

れ
ま
す
。
毎
年
２

●
６

●
１０
月
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

Ｏ
申
請
に
必
要
な
も
の
　
　
　
・

印
鑑
、
申
請
者
の
口
座
の
分
か

る
垂
帳
等
。

（公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
手
続

を
し
て
く
だ
さ
い
。
）

○
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
保
育
係

で
手
続
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
出
生
等
に
よ

っ
て
対
象
児
童
が

増
え
た
と
善
Ъ
　
　
　
　
　
　
ど

。
党
給
者
や
対
象
児
童
の
住
所
が

変
わ
る
と
き
。

・
離
始
や
え
別
等
に
よ
り
対
象
児

童
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

の

學
縄
閣
鰺
ぬ
腑
酔
で
け
融
？

〉

・
受
給
者
の
加
入
年
金
が
変
更
に

な

っ
た
と
き
。

（国
保
年
金
係
だ
け
で
な
く
、
盛

ず
保
育
係
に
も
届
け
出
て
く
だ
さ

・

い
。
）

´
【
届
出

・・聞

い
合
わ
せ
】

住
民
誤
保
有
係

ＴＥＬ

７

８

４

●

３

０

０

１

アルプの里営業終了0お知らせ
今シーズンもありがとうございました

サマーボプスレー

マウンテンゴーカート

フローラルリフトコスモス

シャト)レバス

フラワーショップ

軽食ガレバハウス

高山植物園

園内トレッキングコース

雲の上の美術館

ティーラウンジサントピア

※天候により終了日は変わることもあり

ます。        ・

【問い合わせ】

ロープウェー事業所 TL 784-3326

ゝ )́

(9)

11月 3日 (水 )まで

11月 14日 (日 )ま で

健強り嵐毬滝
新潟県最低賃金は従来の時間割 641円から1円引

き上げ、本年 9月 30日 から642円になりました。
なお、賃金が時間額以外 (日 額、月額、その他)で

定められている場合は、日額、月額等を時間額に換算

して比較することになります。
｀

新潟県最低賃金は県内で事業を営むすべての使用

者及びその事業場で働くすべての労働責 (臨時、パー

ト、アルバイト等を含む。)に適用されます。この機会

に最低賃金額を確認しましょう。

罐 ,岡

11月 23日 (火 )まで



４
回
に
わ
た
り
、
お
伝
え
し
て

き
た

「た
ば
こ
に
つ
い
て
」
は
、
今

回
が
最
終
回
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
テ
ー

マ
は
、
た
ば
こ
と

お
回
の
健
康
（歯
周
病
）
と
の
意
外

な
関
係
で
す
。　
　
　
　
　
・

歯
周
病
は
４０
歳
代
以
降
の
人
が

歯
を
失
う
原
因

の
第

―
位
で
す
。

昨
年

の
湯
沢
町
の
成
人
歯
科
健
診

結
果
で
も
、
歯
ぐ
き
に
異
常

が
あ

る
方
は
９
割
以
上
も

い
ま
し
た
。

歯
周
病

と
は
、
歯
垢
が
原
因
と

な

っ
て
起
こ
る
歯
ぐ
き
の
病
気
で

す
。
痛
み
な
ど
の
自
党
症
状
が
な

く
進
行
し
ま
す
。
歯
ぐ
き
が
赤

い
、

歯
が
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る
、
口
臭

が
気

に
な
る
と
い
っ
た
症
状
が
出
た
ら
、

歯
周
病

の
赤
信
号
で
す
。

た
ば
こ
は
止
め
た
ほ
う
が
良
い
の
は
な
ぜ
？

～
た
ば
こ
の
エ
コ
チ
ン
に
よ
る
作
用
で
歯
周
病
が
悪
化
し
ま
す
～

①
歯
周
ポ
ケ
ツ
ト
の
中
の
細
菌
を
退
治
す
る
免
疫
機
能
が
弱
ま
る
。

争

歯
周
病
に
な
る
率
が
５
倍
、
歯
の
寿
命
も
ち
づ
ま
る
。

②
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
作
用
が
あ
る
。

争

歯
肉
ガ
炎
症
を
起
こ
し
て
も
出
血
し
に
く
く
気
づ
き
に
く
い
。

③
歯
根
の
露
出
し
た
セ
メ
ン
ト
質
と
よ
く
結
び
つ
く
。

争
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／　
　
　
　
・

歯
周
治
療
ガ
し
に
く
い
。
　
　
　
　
　
ィ

禁
煙
す
る
こ
と
に
よ
り
、
数
週
間
で
歯
周
組
織
は
本
来
の
反
応
を
示
す

よ
う
に
な
り
、
□
腔
ケ
ア
を
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
で
、
十
年
後
に
は
歯
ぐ

き
ガ
本
来
の
健
康
な
状
態
に
戻
り
ま
す
。
ま
た
時
間
ガ
か
か
り
ま
す
が
、

歯
ぐ
き
の
黒
ず
み
も
薄
く
な
り
、
健
康
な
色
に
戻
り
ま
す
。
　
　
・、
三

歯垢

た
ば
こ
が
歯
周
病
以
外
に
口
腔
内
に
与
え
る
様
々
な
影
響

Ｏ
歯
や
歯
肉
の
色
ガ
黒
く
な
り
ま
す
。

○
硬
く
ゴ
甥
ゴ
ツ
し
た
歯
肉
に
り
ま
す
。

Ｏ
唾
液
の
分
泌
ガ
少
な
く
な
り
敲
す
。

Ｏ
□
臭
ガ
強
く
な
り
ま
す
。

○
食
べ
物
の
お
い
し
さ
ガ
分
ガ
リ
に
く
く
な
り
ま
す
。
　
　
ィ

○
□
腔

・
咽
頭

・
喉
頭
が
ん
な
ど
の
発
症
も
高
く
な
り
ま
す
。

歯
周
病
を
放
置
す
る
と
様
々
な
全
身
疾
患
の
原
因
と
な
る
場
合

○
歯
周
病
を
持
つ
人
は
歯
周
病
で
な
い
人
よ
り
、
動
脈
硬
化
を
起
こ
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

①
胃
潰
瘍
を
起
こ
す
ピ
ロ
リ
菌
は
唾
液
や
歯
垢

（プ
ラ
ー
ク
）
の
中
に

も
存
在
し
ま
す
。

○
歯
周
病
ガ
悪
化
す
る
と
、
病
原
菌
に
立
ち
向
か
う
サ
イ
ト
カ
イ
ン
と

い
う
物
質
の
影
響
で
骨
粗
慈
症
が
悪
化
し
ま
す
。

〇ヽ
□
の
中
の
細
菌
に
よ
り
、
肺
炎
を
起
こ
し
ま
す
。

○
歯
周
病
を
持
つ
妊
婦
は
、
歯
周
病
の
な
い
妊
婦
に
比
べ
て
、
早
産
の

可
能
性
が
７
．
５
倍
に
な
り
ま
す
。

○
歯
周
病
を
持
つ
妊
婦
は
、
低
体
重
児
出
産
す
る
可
能
性
が
大
き
く
な

り
ま
す
。

○
低
体
重
で
生
ま
れ
た
赤
ち
や
ん
は
虫
歯
に
か
か
り
や
す
く
進
行
も

早
く
な
り
ま
す
。

〉

璃ぐき

歯眼膜

歯周
ポケット

歯槽骨

＊
た
ば
こ
を
吸
う
人
も
吸
わ
な
い
人
も
　
　
　
ゃ

次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

０
１
年
に
１
回
は
歯
科
健
診
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
食
後
に
歯
磨
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
歯
間
ブ
ラ
シ
や
糸
よ
う
じ
を
積
極
的
に
使
い
、
自
分
の
歯
や

日
に
あ
っ
た
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
。

イ/
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〒熟
道
へ
の

今
回
、
下
水
道
が
接
続
可
能
と

な

っ
た
地
域
は
、

《
神
立
地
区
》

芝
原

《
上
樽
地
区
》

旭
原

※
下
図
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

０
宅
内
排
水
設
備
清
掃
の
訪

間
販
売
に
ご
注
意
を
１

『
下
水
道

に
接

続

す

る

と
、

家
庭
内
め

排
水
設
備

を
十
年

に
―
口
は
点
検
、
清

掃

し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
』
な
ど

と
、
あ
た

か
も
法
的

Ｔ
義
務

が
あ
る
よ
う
な
官

い
方
で
、

排
水
設
備

の
維
持
管

理
契

約
を
勧

め
る
業
者

が

い
ま
す
。

ご
自
分
で

蜂
要
だ

と
惑

じ
ら

れ
る
と
き

に
行

っ
て

い
た
だ

け

れ
ば
結
構

で
す
。
法
的

な

義
務

は
あ
り

ま
せ
ん
。
ご
注

意

く
だ
さ

い
。

下
水
道

に
接
続
可
能
と
な

っ
て

か
ら
、
３
年
以
内

に
接
続
を
お
願

い
し
て

い
ま
す
。
一
日
で
も
早

い

接
続
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
工
事
資
金

の
貸

付
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【聞

い
合
わ
せ
】

水
道
課

砒
７
８
４

●
４
８
５
３

丁

・
‘

式拝九繊

F■_セ

P,■ :

越後湯沢駅東□第3駐車場のご利用について

越後湯沢駅東□前の町有地を利用し、小さな駐

車場を設けました。無料で駐車できますガ、互い

に協力しあいご利用ください。なお、当分の間≦

期間は除雪を行わないためご利用できません。あ

らかじめご了承ください。

【間い合わせ】

建設課管理係 T[し 784-4852

¬一
】

一

一
▼
　
一

|

|

ド
場所 C 】と

=

(11)

『ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
』
の
ご
案
内

子
育
て
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、
思

っ
て
い
る
こ

と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

０
日
時
Ｈ
月
１８
日

（木
）

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

０
会
場
湯
沢
町
公
民
館

０
対
象
子
育
て
中
の
保
護
者
と
そ
の
家
族

●
講
師
南
雲
フ
イ
子

（神
立
保
育
園
長
）

０
申
し
込
み

１１
月
１０
日

（水
）
ま
で
に
、
各
保
育
園
又
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
聞
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
Ｉ
　
ＴＥＬ
７
８
０

●
６
５
４
３



年
金
週
間
に
お
け
る

休
日
・
夜
間
窓
口
延
長
の
実
施
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
、

■
月
６
日
か
ら
１２
日
ま
で

を
年
金
週
間
と
し
て
定
め

て
い
ま
す
。

今
回
、
年
金
週
間
に
あ
た

り
、
年
金
相
談
の
利
便
性
の

向
上
の

一
環
と
し
て
、
臨
時

に
休
日
及
び
夜
間
窓

口
を

開
設
し
、
年
金
相
談
を
行
い

ま
す
。
ン
」
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【日
時
】

・
休
日
皿
月
６
日

（土
）
・
７
日

（日
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時

・
夜
間
１１
月
８
日

（月
）
～
１２
日

（金
）

午
後
７
時
ま
で

【会
場
】

新
潟
社
会
保
険
事
務
局
六
日
町
事
務
所

。
年
金
相
談
窓
口

【相
談
内
容
】

国
民
年
金

・
厚
生
年
金
の
年
金
相
談
に
関
す
る
こ
と

※
相
談
の
際
は
、
年
金
手
帳
等
本
人
と
確
認
で
き
る
書
類
な
ど
を

持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

【問
い
合
わ
せ
】

新
潟
社
会
保
険
事
務
局
六
日
町
事
務
所

凱
７
７
０

ｏ
２
２
１
１

レ

勤労青少年体育
セ
ンタ
ロ使用抽選会
のお知ら
せ

湯
沢
町
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
の
平
成
１７
年
度
の
使
用
に

つ
い
て
、
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
集
ま
り
く
だ
さ

【
日
時
】

１１
月
２３
日

（火
）

午
後
１
時
３０
分
～

′
※
時
間
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

‐

・
【予
約
対
象
期
間
】

平
成
１７
年
４
月
２９
日

（金
）
～
５
月
５
日

（木
）

イ平
成
１７
年
７
月
１６
日

（土
）
～
９
月
１９
日

（月
）

※
平
成
１７
年
度
の
こ
の
期
間
以
外
の
予
約
は
抽
選
会
以
後
、
常
時
予

約
の
申
込
を
受
付
け
し
ま
す
。

【会
場
】

湯
沢
温
泉
ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
事
業
所
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

保
養
セ
ン
タ
１
２
階
和
室

【施
設
】
　
　
　
　
“ヽ
，

湯
沢
町
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
、２
面

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
正
式
１
面

・
練
習
２
面

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
６
面

・
卓
球
台
６
台

【注
意
事
項
】

①
抽
選
会

へ
の
参
加
は
、
湯
沢
町
に

一
般
向
け
宿
泊
施
設
を
有
し
、

旅
館
業
を
営
む
方
の
み
と
し
、
１
宿
泊
施
設
に
つ
き
代
表
者
１
名

限
り
と
し
ま
す
。

②
予
約
は
、
１
施
設
連
続
５
日
以
内
と
し
ま
す
。

③
施
設
予
約
後
の
他
者
へ
の
転
貸
は
出
来
ま
せ
ん
。

【問
い
合
わ
せ
】

ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
事
業
所

阻
７
８
４

●
３
３
２
６

湯
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会

臨
時
職
員
募
集

【募
集
人
数
】
　

イ

臨
時
職
員
　
１
人

【受
験
資
格
等
】

①

ヘ
ル
パ
１
２
級
以
上
、
看

護
師
、
准
看
護
師
の
資
格

を
有
す
る
者
。

②
自
動
車
運
転
普
通
免
許
証

を
有
す
る
者
。

③
平
成
１６
年
１０
月
１
日
現
在

で
、
５０
歳
以
下
の
者
。

④
健
康
で
や
る
気
の
あ
る
者

で
、
湯
沢
町
民
で
あ
る
こ

レ
⊂
。

【受
験
手
続
等
】

①
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
顔
写
真

を
貼
付
し
、
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

②
申
込
締
切

１１
月
１５
日

（月
）

③
申
込
多
数
の
場
合
、
面
接

と
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

【問
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会

靴
７
８
４

ｏ
４
１
１
１
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の

この運動は、『火は消した? いつも心にきいてみて』を統一標語として、秋から冬にかけて暖房器具など

火を使う機会が増えて、火災が発生しやすい季節を迎えるために、11月 9日 (火)から15日 (月 )までの 7日

間にわたり、火災から尊い人命や財産を守るために毎年実施されています。

平成 15年の全国の火災の発生状況は,5万 6,329件で、建物火災が 3万 2,383件発生し、うち住宅火災
が

1万 8,955件で建物火災の約 6割で、しかも死者に至っては全体の 2,254人のうち住宅火災によるものが、

1,070人 (高齢者 610人)で約半数を占め、年々住宅火災における犠牲者が増加しています。

南魚沼郡内でも、昨年は 43件の火災が発生し、建物火災 24件のうち、住宅火災で 1人が亡くなっています。

今年は 9月 末で 25件の火災が発生し、住宅火災で 3人の尊い命が失われています。

このようなことから、住宅火災による被害を軽減するための防火対策として、住宅用防災用品等 (火災警報

器、消火器など)の整備など、この機会に家族みんなで火災に対する心構えについて話し合いをしてみ
てはい

かがでしょうか。
,特に住宅火災から尊い人命を守るために次のことに心がけてください。

3つの習慣
○寝たばこは絶対やめる。

○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

4つの対策
○逃げおくれを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。|

○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。

○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器を備える。

○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

*悪質な業者による消火器の販売には、充分ご注言ください。

【問い合わせ】 魚沼消防本部・署 TEL 782-9119
魚沼消防湯沢分署 T比 784-3377

住宅火災から るため |

と の の

相談の種類 相談時間 11 ∃

よろず相談

毎週月曜日から金曜日

9 :00～ 17:00

(土 日祝日・年末年始は除く)

法 律 13:30ヘン16:00
1日 ,8日 ,15日

22日 ,25日 ,29日

医 療 13:30-15:30 4日

痴  果 14:00ヘレ16:00 17日

公的年金・保険 13:30ヘン15:30
税  金 10:00ヘン12:00 12 ]

健康・介護 10:00ヘン16:00 11日

新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄

りやその家族の方マが抱える悩みごとや、心配

ごとの相談を無料でお受けしています。

相談電話 025-285-4165
(新潟市上所 2-2-2 新潟ユニゾンプラザ 3階 )

新潟県高齢者総合相談センターでは、中高年の方に

役立ついろいろな情報をテレホンサービスでお知ら

せしています。

～ 11月 14日  「生活習慣病を防ぐには」
■ 月 15日 ～ 11月 30日  「温泉の効果的な入り方」
12月 1日 ～      「乾燥は美肌の敵」

テ レ ホ ンサ ― ビ ス
8025-281-5550(24時間年中無休)
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月 曜 日 メt曜 日 ガく曜日

午前 午後 午前 午後 午前 午後

診察室 1

整形外科 宮崎
宮崎

(15:00～ 16:30)
片山

片山
(午後 3:00～ 430)

休
診

救
急
患
者
さ
ん
は
担
当
医
師
が
対
応
し
ま
す

外科 佐々木

診察室 5
地域家庭診療部内科系

予約あり
井上 浅井 大野 井上 井上

診察室 6
地域家庭診療部内科系

予約あり
今井 浅井 上平

診察室 7
地域家庭診療部内科系

予約なし
大 野 今井 上平 大野 今井

診察室 8 眼科
手術病棟

回診

工藤

(午後 ■15～ 4110)

診察室 9 小児科 担当医師
ど当医師
(午後 2:00～ 4110)

検査 (内視鏡等) 上平 上平 井上 上平 浅井

診察室 22 歯科 笠原 笠原 笠原 笠原
笠原・戸谷

(第 2・ 4)

笠原・戸谷

(第 2・ 4)

(12月 31日 まで )
問い合わせ :TEL 780-6543

と

※受付                       ※診察

午前 8時 30分～ 11時 30分              午前 9時～

午後 1時 30分～ 4時 30分               午後 2時～

(火曜眼科…午後 1時～ 4時、火曜小児科…午後 1時 30～  (火曜眼科・・・午後 1時 15分～、火・金曜整
4時、木・土曜眼科…午前 8時 30分～ 11時)      形外科・・・午後 3時～)

■注意■

※救急患者さん、具合の悪い方は 24時間受け付けます。
※「予約あり」 診察室では予約患者さん優先となります。

※往診、訪問診療、健康診断も適宜行っていますのでお問い合わせください。

※都合により担当医が一部変更となることがございますので、ご了承ください。

木曜 日 金曜 日 土曜 日 祝祭日

日曜日午前 午後 午前 午後 午前 午後

診察室 1

整形外科 片山
片山

(午後 &00～ 430)
体
診

救
急
患
者
さ
ん
は
担
当
医
師
が
対
応
し
ま
す

休
診

救
急
患
者
さ
ん
は
担
当
医
自市
が
対
応
し
ま
す

外科

診察室 5
地域家庭診療部内科系

予約あり
浅井 今井 上平 井上 担当医師

診察室 6
地域家庭診療部内科系

予約あり
大野 今井

診察室 7
地域家庭診療部内科系

予約なし
井上 上平 浅井 大野 担当医師

診察室 8 眼科
竹内

(午前 H100ま で)

竹内

(午前 H:00ま で )

診察室 9 小児科 担当医師 担当医師

検査 (内視鏡等) 今井 大野 大野

診察室 22 歯科 笠原 笠 原 笠原 笠原 笠原 (隔週)
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